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世
界
大
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と
大
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帝
国
の
戦
争
墓
地
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第
一
次
世
界
大
戦
で

0
0万
人
以
上
の
戦
没
者
母
出
し
た
英
数
仏
豆
ケ

殴
は
戦
後
、
戦
場
に
大
小
の
戦
争
慕
地
(
軍
需
慕
地
〉
を
建
設
し
た
。
荷
物

た
ち
の
大
議
死
と
い
う
現
実
は
、
紹
山
お
な
慰
霊
の
誼
設
を
作
る
こ
と
を
世
論

と
し
て
罷
家
に
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
英
仏
の
苦
器
に
あ
る
吋
無
名
戦

の
墓
」
が
有
名
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
戦
場
に
作
ら
れ
た
基
地
の
お
り
方

は
じ
め
に

の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を
、
ど
の
よ
う
に
追
悼
す
る
の
か
は
、
い
ず

れ
の
近
代
悶
家
で
も
主
要
な
課
蹴
閣
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ぞ
れ
を
全
く
行
わ
な
い
悶

家
は
、
近
代
に
は
存
在
し
な
い
。
国
家
が
議
極
的
に
主
催
者
と
な
り
、
追
悼
を
行

う
の
が
一
較
的
な
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ

せ
る
か
、

の
よ
う

。
。
二
年
福
田
康
夫
宣
房
長

宮
の
も
と
に
「
追
悼
・
一
平
和
祈
念
の
た
め
の
記
念
碑
等
施
設
拐
を
り
方
を
考
え
る

は
隠
家
と
社
会
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
異
な
る
。

文
ゆ
ず
都
論
集

第
八
八
以
内

4

ハ
〉

O
四
年
三
月
)

原

敬

自

を
訴
提
と
し
て
存
在
す
る
。

と
て
、
む
戦
没
者
追
悼
の
現
代
的
あ
り
方
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら

は
な
い
。
こ
う
し
た
あ
り
方

2

3
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や
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l
v

キ
ー
ワ
ー
ド

戦
没
者
、

大
英
宿
題

懇
談
会
」
が

や

れ
、
ホ

i
ム
ベ
!
ジ
ー
首
相
宮
蔀
」
で
、

(二

O
O
ニ

月
一
一
四
日
)
な
ど
が
公
開
さ

(案)」、

二
月
一
日
)

れ

た

。

そ

の

第

二

回

会

議

で

、

内

閣

官

房

は

、

お
け
る
、
五
な
戦
没
者
追
博
施
設
の
現
状
に
つ
い
て
」
報
告
し
、
次
の
よ
う
な
錨
設

を
挙
げ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
一

ノ
タ
フ
」
(
ロ
ン
ド
ン
)
。

「
無
名
齢
制
土
の
墓
」
(
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
!
寺
院
。

所
有
者
・

イ
ギ
リ
ス
国
教
会
〉
。

まミ



多ぢ

次
位
界
大
戦
左
大
薬
務
部
の
戦
争
墓
地
〈
原
mm
数

ド
イ
ツ
一
建
造
物
一
ノ
イ
γ

了
ヴ
ア
ツ
へ
」
〈
ベ
ル
リ
ン
コ

記
念
碑
〈
名
称
不
明
、
ボ
ン
υ

。

プ
ラ
ン
ス

の
墓
」
(
パ
リ
、
凱
旋
丹
下
。
国
訪
省
が
所
有
者
、

イ
タ
リ
ア
・
‘
懇
造
物
の
一
部

者
は
毘
賠
省
。
〉

の
肘
円
以
壌
」
(
ロ
!
マ
。
所
有
者
・
管
理

ア
メ
リ
カ
・
日
無
名
戦
土

(
ワ
シ
ン
ト
ン

0
.
c
o
ア
l
リ
ン
ト
ン
際

立
基
地
内
。
所
有
者
・
管
理
殺
は
陸
軍
省
。
)

最
後
の
ア
メ
リ
カ
合
州
関
の
記
述
は
、

が
正
し
い
。
主
要
な
欧
米

諸
国
だ
け
を
報
告
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
ら
五
カ
闘
で
は
、
設
狩
や
岡

訪
省
な
ど
の
所
有
・
菅
理
に
依
議
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

U
K
の
よ
う
に

国
側
教
会
を
絡
ま
せ
て
い
る
方
が
捌
例
外
的
で
あ
る
こ
と
に
す
ぐ
気
が
付
く
。

な
い
し
英
漣
邦
は
、
国
教
会
で
の
溺
悼
犠
式
で
は
な
く
、
外
務

K
と
い
う
爵
家
、

に
建
て

同
セ
ノ
タ
ブ
」

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
教
に
追
悼
そ
愛
征
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
が
関
与

へ
の
説
明
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
解
釈
が
或
り

す
る
こ
と
で
、

立
つ
が
、
ぞ
れ
は
現
在
で
も
戦
争
と
怒
隊
を
放
棄
し
て
い
な
い
霞
々
で
あ
る
か
ら

だ
、
と
い
う
長
議
も
可
能

の
在
り
方
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
反
論
も
憩
定
し
つ
つ
、

一
九
九
五
年
に
加
藤
典
洋
弐
が
「
敗
戦
後
議
」
(
吋
群
像
』
同
年

の
ち
『
激
戦
後
論
h

講
談
社
、
一

の
自
国
の
死
者
へ

に
発
表
。

に
所
奴
)

つ
う
じ
て
一

の
死
者
へ
の
謝
罪
へ

と
い
た
る
道
が
編
み
出
荷
σ
れ
な
け
れ
ぽ

に
こ
の
「
ね
じ

」る
ノ、

ら
出
援
す
る
方
途
は
な
い

六
頁
)

と
述
べ
た
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
高
機
管
議
え
な
ど
と

た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に

の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
訴
す
る
こ
と
、
戦

死
者
と
遺
族
、
関
係
者
を
や
心
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

ら
す
っ
ぽ
り
抜
け
落
ち
て
い
る
の
は
、
戦
没
者
そ
の
も

る

が

お

藤
・
高
橋
両
氏

め
ぐ
る
状
況
が
総
会
的
に
捉
え
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
寸
靖
国
神
社
L

と
沖
縄
の
寸
平
和
の
礎
L

を
ど
の
よ
う
に

比
較
分
析
す
る
の
か
、
持
が
可
能
で
、
何
が
検
討
な
お
否
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、

の
で
あ
る
。

、少
しω

は
じ
っ
く
り

ね
ば
な
ら
な
い
。

本
一
橋
の
意
関
は
、
ま
ず
一
世
界
各
自
問
の
戦
役
者
の
扱
い
を
議
査
分
析
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
単
な
る
印
象
批
評
で
は
な
く
、
史
料
と
実
態
か
ら
再
検
討
す
る

む

の
が
ね
ら
い

第
一
次
能
界
大
戦
と
大
英
晴
臨
戦
争
墓
地

第
一
次
註
界
大
戦
の
主
な
戦
場
で
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
西
部
脱
税
務
、

ρミ

ノレ
ギ

カ〉

至
る
地
域
に
は
、
の
戦
没
者
慕
地
が
あ
る
。
戦
闘
閣
の
過

程
で
虐
殺
お
れ
た
市
長
は
、
そ
の
後
教
会
墓
地
や
市
賄
村
の
市
民
墓
地

2
5
a
q己
に
葬
ら
れ
た
。
パ
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書
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さ
る
」
と
銘
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た

が
三
八
四
柱
あ
る
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立
)
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イ
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家
団
が
、

日
、
パ
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か
ら
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ロ
の
サ
ン
リ
ス
を
通
過
し
た
際
、
町
長
と
人
質
の
住
民
六
人
が
射
殺
さ
れ
た
。

殺
さ
れ
た
人
々
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
町
は
ず
れ
の
野
原
に
は
、

い
ま
も
犠
牲

者
の
名
を
刻
ん
だ
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
(
四
六

O
頁
)

な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
彼
ら
は
居
住
地
に
葬
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

兵
士
た
ち
は
、

ど
の
よ
う
に
葬
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戦
場
を
戦
場
と
し
て
維

持
す
る
た
め
に
は
、
戦
死
者
を
葬
る
場
所
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し

た
樟
相
を
、
国
民
国
家
と
戦
死
者
祭
杷
、
と
い
う
視
点
か
ら
、
=
司
〉
F
F開
Z

ω
O
F
U
同
河
川
山
一
河
内
込
者
E
m
F巾
冨

g
gミ
0
『
任
命
巧
O
『
一
色
巧

R
m・
-
(
宮
武
実

知
子
氏
に
よ
る
邦
訳
は
『
英
霊
|
|
創
ら
れ
た
世
界
大
戦
の
記
憶
|
|
』
柏
書
房
、

二
O
O二
年
)
を
ま
と
め
た
ジ
ョ
ー
ジ
・

L
・
モ
ツ
セ

(のゆ
O
『

m
o
F・冨
0
8
0
)

は
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
ド
イ
ツ
の
第
一
次
世
界
大
戦
戦
没
者
墓
地
に
つ
い
て
も

分
析
し
、
叙
述
し
て
い
る
。
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
三
ヶ
国
の
様
相
を

ま
と
め
て
お
こ
う
。

モ
ッ
セ
は
、
戦
争
墓
地
(
者

R
2
5
2
2可)
と
軍
用
墓
地

(ヨ一一

-Z弓
円
。
ョ
2
2可
)
を
同
時
に
使
っ
て
い
る
が
、

う
で
あ
る
。

そ
の
聞
に
差
は
な
い
よ

こ
れ
ら
の
国
々
が
戦
争
墓
地
を
作
り
始
め
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
「
空

前
の
数
の
戦
没
者
を
出
し
た
結
果
」
(
モ
ツ
セ
、

八
八
頁
。
以
下
頁
数
の
み
)
だ

っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
、

に
軍
用
墓
地
を
作
る
法
律
を
成

一
九
一
四
年
(
月
不
明
)

立
さ
せ
、
同
年
一
二
月
に
は
戦
場
か
ら
遺
体
を
集
め
、
戦
争
墓
地
を
建
設
し
、
墓

石
と
戦
没
者
の
克
明
な
リ
ス
ト
を
管
理
し
始
め
た
。

モ
ツ
セ
が
示
し
た
絵
は
が
き

の
写
真
に
よ
れ
ば
、
同
年
八
月
に
プ
ル

l
ダ

l
ド
ル
フ
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

画
に
一
人
の
将
校
が
、

一
基
の
十
字
架
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
一

一
基
の
十
字
架
で
示
さ
れ
て
葬
ら
れ
て
い
る

七
八
人
の
兵
士
が
集
合
墓
に
葬
ら
れ
、

(
九
三
頁
)
。

文
学
部
論
集

第
八
八
号
(
ニ

O
O四
年
三
月
)

こ
の
写
真
か
ら
見
る
限
り
、

フ
ラ
ン
ス
は
兵
士
と
将
校
で
埋
葬
方
法
を
差
異
化
し

た
と
思
わ
れ
る
。
調
査
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
戦
争
墓
地
に
は
、
こ
の
区
別
は
な
か
っ

た
(
写
真
1
1
そ
の
後
差
異
化
を
廃
止
し
た
と
推
測
す
る
。

ド
イ
ツ
は
、
師
団
司
令
部
に
墓
地
管
理
将
校

5
3
Z
3
2
N一
号
巾
)
が
お
り
、

戦
争
墓
地
の
恒
久
的
保
護
規
定
を
公
布
し
た
。

墓
の
管
理
に
あ
た

っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
陸
軍
省
は
、

一
九
一
五
年
九
月
三
三
日
に

U
K
も
同
じ
よ
う
に
記
録
と
管
理
を
始
め
て
い
た
が
、
次
章
で
述
べ
る
。

一
九
一
八
年
一
一
月
休
戦
協
定
が
結
ぼ
れ
る
と
、
膨
大
な
戦
没
者
の
墓
地
を
ど

う
扱
う
か
は
、
国
家
的
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
象
徴
が
、

ベ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約

に
盛
り
込
ま
れ
た
墓
地
管
理
規
定
で
あ
る
。
こ
の
講
和
条
約
は
、
戦
敗
国
の
賠
償

写真 1 シーパプル、仏墓地(フランス)の全景

左がフラ ンス軍、右が英国軍の墓地。ーヶ所に

両方あるのは珍しい。中央が「犠牲の十字架」。

規
定
を
持
つ
こ
と
で
一

九
世
紀
的
報
復
の
遺
産

で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、

労
働
時
間
や
労
働
に
関

す
る
国
際
機
関

(
I
L

O
に
な
る
)

や
戦
没
者

墓
地
規
定
な
ど
を
設
け
、

各
国
の
社
会

へ
の
関
与

ゃ
、
国
際
平
和
機
関
の

設
置
(
国
際
連
盟
)
』こ

よ
る
国
際
紛
争
を
集
団

外
交
で
解
決
す
る
方
策

を
取
り
決
め
て
い
る
点

七



第
一
次
世
界
大
戦
と
大
英
帝
国
の
戦
争
墓
地
(
原
因
敬
二

「
第
六
編

で
、
新
し
い
世
紀
の
試
み
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も

の
で
、

ア
メ
リ
カ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

停
虜
及
び
墳
墓
」
の
日
本
語
訳
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

(
耳
号
一
¥
¥
巧
当
者

--5・σ
三
・
包
ロ
¥
J
a
H
¥

か
ら
入
手
し
た
原
文
の
拙
訳
で
紹
介
す
る
。

宅
建
一
¥
〈
命
『
凹

ω一一
}2・yc己
)

第
二
二
五
条

連
合
各
国
と
ド
イ
ツ
政
府
は
、
各
自
の
領
土
に
埋
葬
さ
れ
て

い
る
兵
士
と
水
兵
の
墳
墓
を
尊
重
し
、
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

各
国
は
、
上
述
の
墳
墓
に
適
し
た
記
念
碑
を
確
認
し
、
記
録
し
、
世
話
を
し
、

ま
た
は
建
立
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
連
合
国
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
い

か
な
る
委
員
会
も
認
可
し

そ
の
義
務
の
免
除
を
促
進
す
る
こ
と
に
同
意
す

る

さ
ら
に
各
国
は

写真 2 聖ノfースト村ドイツ軍用墓地(フランス)にある墓標

左がドイツ人。裏側に 2人埋葬・刻銘しであるので左

の十字架は計3人のためのもの。

右はユダヤ教のドイツ人の墓標で、一人だけのもの。

の
条
項
を
受
け
て

兵
士
と
水
兵
の
遺

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
移
さ
れ
る
よ

う
に
と
い
う
要
求

に
効
力
を
与
え
る

全
て
の
便
宜
、
例

え
ば
法
律
の
条
項

や
公
衆
衛
生
上
必

要
な
も
の
な
ど
、

を
与
え
る
こ
と
に

同
意
す
る
。

1¥ 

各
国
は
戦
没
者
墓
地
を
慎
重
に
取
り
扱
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
た
。
フ

ラ
ン
ス
は
「
前
線
復
員
軍
人
と
戦
争
犠
牲
者
を
担
当
す
る
省
」
(
八
八

1
九
頁
)

に
統
括
さ
せ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
「
黒
十
字
(
巴

ω
n
w
n
g
g
)
L、
ド
イ
ツ
で

は
一
九
一
九
年
「
ド
イ
ツ
戦
没
者
墓
地
維
持
民
族
同
盟
(
〈
O
F
明
言
呈

ロ
巾
ロ
ゲ

的

n
y
巾
宍
江
市
開
∞
唱
曲
げ
巾
ユ
ロ
吋
包
括
。
)
」
が
、
民
間
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
両
大

戦
併
せ
て
一
九
ニ
ヶ
所
の
ド
イ
ツ
軍
基
地
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
と
い
う
が
、

そ

の

う
ち
一
ヶ
所
を
調
査
し
た

asz〈
o
Z
E
O
)
。
戦
争
後
フ
ラ
ン
ス
各
地
か
ら

集
め
ら
れ
た
ド
イ
ツ
兵
の
墓
地
と
な
っ
て
お
り
、
集
合
墓
に
八

O
四

O
人
、
九

O

O
O本
の
十
字
架
の
周
囲
に
四
人
で
約
三
万
六

O
O
O人
が
埋
葬
さ
れ
た
個
人
墓

が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
(
写
真
2
)
。
階
級
に
よ
る
差
異
は
な
か
っ
た
が
、

ユ
ダ
ヤ

教
を
示
す
ダ
ピ
デ
の
星
が
付
い
た
十
字
架
は
一
人
墓
と
な
り
、

と
な
り
は
必
ず
三

人
墓
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
各
国
な
い
し
そ
の
民
間
団
体
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
墓
地
を
国
内
外
で
維
持
管
理
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
現
在

い
ず
れ
の
墓
地
を
訪
れ
て
も
、
整
然
と
維
持
さ
れ
て
お
り
、
ど
ん
な
小
さ
な
戦
争

墓
地
も
荒
れ
果
て
て
は
い
な
い
。
常
備
さ
れ
て
い
る
訪
問
者
名
簿
を
瞥
見
し
た
と

こ
ろ
、
訪
れ
る
人
は
絶
え
間
な
く
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

11 

フ
ェ
ピ
ア
ン
・
ウ
ェ
ア
と
帝
国
戦
争
墓
地
委
員
会
の
発
足

こ
の
章
で
は
、

U
K
な
い
し
英
連
邦
の
軍
用
墓
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
ニ

O
O

三
年
の
「
戦
場
調
査
」
(
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
)

や
二

O
O
一
年
の

U
K
調
査

な
ど
で
実
見
し
確
認
で
き
た
こ
と
を
叙
述
す
る
。

連
合
王
国

(
U
K
と
略
す
。
日
本
で
一
般
的
に
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
称
さ
れ
て
い
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る
)
で
は
、

フ
ェ
ピ
ア
ン
・
ウ
ェ
ア

(EE自
宅

R
O
)

最も有名なキッチナーのポスター図 1

う
し
た
事
業
の
始
ま
り
を
つ
く
っ
た
、

モ
ツ
セ
の
前
掲
書
も
、

と
い
う
人
物
が
、
こ

ウ
1二

と
さ
れ
る
。

ア
の
著
書
で
あ
る

-EECH・
z-
国
0
1
g
m問。・〉ロ

a-叶『
回
ぬ

〉

n
n
o
cロ門

巧
O
『W
自
己
旬
。

-
-
Q
C間
門
町
三
ヨ
克
己
ω-
宅
問
の
『
釦
〈

g
n。
B
E
g
gロ
含
江
口
ぬ

↓t
Z
D
Q
JヘS
E
E
-吋
lEω
叶
ョ
(
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、

。....， 
円
『
凶
ゆ

「
第
五
章

一
九
三
七
年
)
を
引
用
し
て
、

英
霊
の
祭
杷
」
を
ま
と
め
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
筆
者
は
こ
の
書
物

を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ギ
プ
ソ
ン
と
キ
ン
グ
ス
レ
ィ

σぬ『包)』

(
H
M
S
O
出
版
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
九
)

-
ワ
ー
ド
が
著
し
た
『
記
憶
さ
れ
る
べ
き
精
神
力
行
。
己
『
邸
側
め
河
O
B
O
E
-

で
は
、
第
七

ロ
ン
ド
ン
、

章
に
「
フ
ェ
ピ
ア
ン
・
ウ
ェ
ア
卿
と
帝
国
戦
争
墓
地
委
員
会
の
創
設
者
」
と
い
う

題
で
ウ
ェ
ア
の
伝
記
を
記
し
て
い
る

し
よ
う
。

(
四
三

i
四
八
頁
)
。
そ
れ
に
従
っ
て
紹
介

文
学
部
論
集

第
八
八
号
(
二

O
O四
年
三
月
)

主
役
で
あ
る
フ
ェ
ピ
ア
ン
・
ウ
ェ
ア
は
、
も
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、

植
民
地
で
あ
る
南
ア
フ
リ
カ
で
役
人
を
務
め
、
民
間
会
社
の
役
員
に
転
じ
て
い
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
兵
士
と
し
て
志
願
し
よ
う
と
し
た
が
、

四
五
才
と
い
う
年
齢

の
た
め
従
軍
で
き
ず
、

や
む
な
く
赤
十
字
に
参
加
し
て
、
前
線
に
赴
く
こ
と
に
な

っ
た
。
彼
は
兵
士
に
な
る
に
は
年
齢
が
い
き
す
ぎ
、
将
校
と
し
て
の
資
格
も
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

U
K
の
常
備
軍
は
国
土
防
衡
を
目
的
と
し
て
い
る
六
個
師
団
と

騎
兵
一
個
師
団
に
、
海
外
派
遣
軍
四
個
師
団
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た

砲
声
』
二
二
七
頁
)
。
こ
の
戦
争
は
、

U
K
に
お
い
て
今
で
も
「
大
戦
争
(
叶

Z

(
『
八
月
の

の
『
作
曲
門
巧
ω『
)
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
家
と
国
民
の
緊
急

時
だ
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
徴
兵
制
で
は
な
か
っ
た

U
K
は
、
志
願
兵
を
求

め
て
、
大
宣
伝
を
展
開
す
る
。
視
覚
に
訴
え
る
特
徴
的
な
ポ
ス
タ
ー
が
作
成
さ
れ

た
(
図
l
)
。
陸
軍
大
臣
キ
ツ
チ
ナ

l
卿
が
「
英
国
は
君
を
必
要
と
し
て
い
る
」

と
叫
ん
で
い
る
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、

一
九
一
四
年
八
月
七
日
以
来
町
の
あ
ち
こ
ち

に
貼
ら
れ
、
「
当
時
の
英
国
男
子
の
ひ
と
り
ぴ
と
り
の
胸
に
刻
み
こ
ま
れ
た
」

(
『
八
月
の
砲
声
』
二
二
八
頁
)
。
こ
れ
は
帝
国
戦
争
博
物
館
(
ロ
ン
ド
ン
)
で
現

在
で
も
入
手
で
き
る
。
志
願
兵
は
、
銀
行
・
学
校
・
鉄
道
な
ど
の
職
域
や
、
町
や

村
な
ど
か
ら
集
団
で
お
し
か
け
、
部
隊
を
作
っ
た
。
ほ
ぽ
大
隊

(σω
ロ
丘
一
。
ロ
)

の
規
模
で
、
職
域
や
町
村
の
名
称
を
つ
け
て
呼
ば
れ
る
。
こ
う
し
た
志
願
熱
か
ら

考
え
る
と
、
ウ
ェ
ア
の
熱
心
さ
も
理
解
で
き
る
。

開
戦
翌
月
の
一
九
一
四
年
九
月
、
陸
軍
大
臣
キ
ツ
チ
ナ

l
卿
は
、
彼
ら
の
属
し

た
統
合
委
員
会
に
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
を
行
い
、
病
院
に
搬
送
す
る
た
め
の
援

助
を
求
め
た
。
ウ
ェ
ア
ら
は
そ
れ
に
十
分
応
え
た
後
、

U
K
の
戦
没
者
の
記
録
を

墓
の
位
置
も
含
め
て
行
い
始
め
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
一
つ
の
事
実
に
気
づ
く
。

U

九



第
一
次
健
闘
汁
大
戦
と
大
英
京
市
屈
の
戦
争
議
地
へ
原
田
敬
一
)

K
に
は
、
こ
う
し

の
死
を
記
鰻
ナ
る
と
い
う
国
家
的
政
策
が
な
い
こ
と
に
。

J¥ 

レ
オ
ン
と
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
将
箪
が
載
っ
た
ヅ

l
テ
ル
ロ
!
〈
ベ

ら
五
六
年
に
ロ
シ
ア
と
戦
っ
た
ク
リ
ミ

ル
ギ

の
戦
場

の
半
島
で
ロ
シ

げ
て
戦
わ
れ
た
南
ア
フ
リ
カ
の
戦
場
、

の
と
し
て
確
保
し
、
公
文
書
に
記
録
し
て
い
く
と
い
う
政
策
は
な
か
っ
た
。

ア

の
戦
場

一
八
九
九
年
か
ら
一
九

O

い
ず
れ
で
も
戦
死
者
の
墓
・
雪
氷
久
的
な
も

お
そ

ら
く
こ
う
し
た
政
策
は

ヨ
i
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
に
も
な
か
っ

は
、
戦
闘
ご
と
に
戦
死
者
た
ち
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
を
譲
別

日
露
戦
争
笥
始
ま
も
な
く

(
陸
第
一

と
し
て
い
た
。
日
本
で
も
、

九
O
四
年
五
月
三

「
戦
場
掃
除
及
戦
死
者
域
務
規
則
」
を
制
定
し
て
い
る

寸
陸
海
軍
慕
地
制
度
史
¥
「
霊
史
民
仲
間
博
物
舘
研
究
報
告
』

。
こ
の
原
郊
に
よ
り
、
英
国
陸
軍
は
、
戦
死
者
を
戦
場
の
一
ヶ
摂

拙
稿。

。
三
年
三

に
集
め
、
水
裂
の
十
字
架
で
迫
憾
の
窓
を
表
し
た
。

ら
な
い
た
め
、
部
裁
の
急
速
な
移
動
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
部
隊
が
全
滅
し
た
り

な
ん
の
記
鍬
も
取

す
る
と
、

そ
れ
ら

は
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ア
も
そ
の
こ
と

ミ
'
?
、

o

'わV
B

マ，，

よ
り
多
く
の
鋪
続
車
や
食
糧
を
護
保
で
き
る
よ
う
赤
十
字

社
と
交
捗
後
始
め
た
。
陸
軍
大
限
キ
ッ
テ
ナ
!
隣
の
指
示
の
袈
一

O
月
に
は
、

十
字
の
顧
問
が
、
ウ
ェ
ア
ら
の
伸
業
の
必
要
性
命
令
認
め
た
。
戦
場

そ
こ
で
ウ
ェ
ア
は
、

必
婆
な
維
持
管
理
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ウ
ェ
ア
の
新
し
い
作
業
は
誕
立
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
英
国
海
外
派
遣
軍
で
も

関
心
を
持
た
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
南
ア
戦
争
で
の
戦
死
者
築
地
が
軽
視
さ
れ
て

い
る
の
は
よ
く
な
い
、

と
い
う
非
難
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
マ
ク
レ
デ
ィ

O 

い
う
人
物
が
お
り
、
ぞ
れ
以
来
彼
は
、
市
民
た
わ
が
戦
死
者
墓
地
に
つ
い
て
注
自

し
て
い
て
、

ぞ
れ
へ
の
適
切
な
対
抗
~
は
統
後
の
市
民
要
求
で
あ
る
、

を
持
っ
て
い
た
。

ウ
ェ
ア
は
マ
ク
レ

ィ
将
軍
に
説
明
し
、

と
い
う
判
官
断

マ
ク
レ
デ
ィ
は
海
外

カ〉

話
遣
軍
総
司
令
官
で
あ
る
フ
レ
ン
チ
卿
に
窪
軍
省
を
説
得
す
る
よ
う
ま
こ
と

拐
な
忠
告
を
行
っ
た
。
ぞ

開
戦

九
一
五
年
三
月
一

ウ

ェ
ア
の
部
費
は

7こ

と

こ
う
し
た
努
力
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
帯
外
派
遣
箪

一
一
個
軍
団
の
司
令
官
で
あ
っ
た
へ
イ
グ
締
は
、

に
、
ウ
ェ
ア
の
新
し
い
組
識

JL 

二
伺
軍
聞
の
う
ち
、

は
戦
争
な
終

の
銃
後
の
関
係
者
や
友
人
た

わ
ら
せ
る
こ
と
に
貢
献
は
し
な
い
が

t;， 

や
「
中
車
十
一
線
」
ぞ
の
も
の
に
も

1

非
常
に
精
神
的
弱
鎧
」

と

っ
て
い
る

高
く
評
価
し

ぞ
れ
は
、
戦
闘
ご
と
に
、
毘
員
は
「
死
者
の
壊
葬
地
」

の
記
録

を
求
め
る
だ
ろ
う

と
い
う
ヘ
イ
グ
闘
身
の
判
断

い
て
い
た
。
こ
の
評
倒

に
よ
っ
て
ウ
ェ
ア
は
、
臨
時
に
隷
軍
少
佐
に
任
む
ら
れ
、
こ
の
委
員
会
は

九

二
万
七

0
0
0人
の
慕
を
記
録
し
た
。

一
五
年
九
月
高
級
副
官
の

マ
ク
レ
デ
ィ
持
軍
の
推
薦
に
よ
り
、
委
員
会
は
赤
十
字
で
は
な
く
、

に
属
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
死
者
の
域
葬
は
、
戦
争
の
拡
大
と
と
も
に
、
慕
地
不
足
を
招
く
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
そ
打
開
す
る
の
も
、

フ
ラ
ン
ス
一
語
に

で
あ
っ
た

ウ
ェ
ア
少
主
に
を
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ア
の
フ
ラ
ン

フ
ラ
ン
ス
政
時
は
、
連
合
国
が
戦
没
者
慕
地
そ
選
定
し
、
ご
水
久
的
に
こ
れ
ら
の

土
地
を
使
用
す
る
権
料
」
を
認
め
た
。

ウ
ェ
ア
は
、
先
一
の
高
級
議
官
を
つ
北
者
の
取
扱
の
公
平
惑
を
命
じ
る
よ
う
い

の
交
渉
な
ど
に
よ
り
、



得
し
て
い
た
。
世
論
も
支
持
し
て
い
た
た
め
、
際
家
は
一
九

平
等
な
取
扱
を
命
じ
た
。
衛
生
的
理
出
と
公
平
な
敦
設
と
い
う
一

以
後
委
員
会
が
保
持
し
続
け
る
{
最
も
重
要
な
家
賠
L

(

沼

に
よ
っ
て
、

が

ペ』岬

n 

た
の
で
あ
る
。

遺
族
た
ち
が
戦
没
者
の
基
の
写
真
を
求
め
る
と
、

ウ
ェ
ア
ら
の
委
員
会
は
応
え

て
い
た
よ
う
だ
。
荒
れ
果
て
て
陰
欝
な
感
じ
の
墓
で
あ
っ
た
の
で
、
芝
生
や
花
で

で
い
っ
た
。
記
録
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
作
業
ま
で
行
う
よ
う
に
な
る

と
、
ウ
ぷ
ア
ら
は
、
戦
後
に
伝
っ
て
果
た
し
て
こ
う
し
た
事
業
を
誰
が
遂
行
す
る

に
な
っ
て
き
た
。
も
し
公
的
毘
体
が
管
理
事
業
宇
佐
行
わ
な
い
な
ら
ば
、

〉
、
:

ぴ
宇
治

収
入
の
魅
力
だ
け
明
、
商
業
的
な
組
織
が
介
入
し
て
く
る
だ
ろ
う
、

と

こ
こ
ま
で
の
作
業
は
、

れ
た
、

ウ
ェ
ア
隈
軍

少
佐
率
い
る

九

ウ
ェ
ア
は
、

す
る
、

る
計
闘
を
立
て
た
。

一
方
、
大
議
劣
は
、

と
に
同
意
し
た
。
実
は
、
そ
れ
は
臨
膨
大
な
経
費
に
な
っ
た
の
だ
が
。

第
一
次
世
界
大
戦
で
の

U
K
の
戦
設
者
は
、
西
部
戦
鰻
だ
け
で
な
く
、
広
く
世
界

に
広
が
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

マ
ケ
ド
ニ
ア
、

ガ
ル
ポ
リ

メ
ソ
ポ
タ
ニ
ア
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
の
戦
線
で
、

カ
ナ
ダ
、

オ
!
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

南
ア
フ
リ
カ
、

イ
ン
ド
な
ど
英
語
植
民
地
の
兵
士
と

ニ
ュ

1
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

共
に
理
葬
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ェ
ア
は
、
臨
時
の
窪
軍
中
佐
に
昇
格
し
、
墓
記
録
委

一
九
一
六
年
五
月
に
ロ
ン
ド
ン
に

な
っ
た
。
そ
の
事
務
所
は
、

移
り
、

ス
タ
ッ
フ
も
約
七

0
0人
と
な
っ
た
。

に
与
え
ら
れ
る
認
識
票
を
、

ウ
ザ
ム
ア
は
、

文
学
制
州
議
終

第
八
八
以
内

d

‘
ハ
〉

O
m
m年
三
月
〉

れ
た
繊
維
で
作
ら
れ
た
し
新
し
い
形
の
も
の
に
す
る
よ
う
提
案
し
、
採

用
べ、w

れ

次
世
界
大
戦
で
も
龍
常
用
さ
れ
た
が
、
多
く
の
墓
が
「
無

名

れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
ウ
ェ
ア
の
思
い
か
ら
考
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
刻
ま
ざ
る
を
得
な
い
慕

は

が
相
当
の
割
合
に
な
っ
た
と
い

に
も
現
れ
て
い
る
。
ペ
ル
、
ギ
ー
で
は
五

O

%
以
上
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
態
。
%
以
LE--
いの

で
あ
っ
た
。
開

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
ア
ラ
ス

の
や
ヤ
パ
レ
ッ
ト
・
-
M

ー
ジ
ュ

ハV
m
wぴ
お
吋
合
同
閉
山

C
C
均
三
」
で
、

の
う
あ
ほ

そ
こ
で
は

五

0) 

と
ん
ど
五

0
0
0が

と
刻
み
ぶ
れ
て

」
停
の
み
ぞ
知
る

(ヌロ
cgHM
戸
川
口
言
。
c
b

い
る
。
」
と
い
う
。
そ
れ
以
外
で
は
、

も
っ
と
高
い
期
合
の
慕
地
も
あ
る
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
肉
親
が
、
戦
没
者
の
「
記
替
の
場
所
」
を
持
た
な
い
こ
と
を
意
味
す

る

ず

ウ
ェ
ア
た

の
仕
一
挙
は
、
戦
争
の
推
移
に
伴
っ
て
掻
烈
に
増
加
え

、P
、閉伊

で
い
っ

の
設
階
に
発
燥
さ
せ
る
計
闘
を
考
え
た
。
王
室

を
立
ち
上
げ
る
。
そ
れ
は
、
英

基
金
と
ス
タ
ッ
ブ
を
持
つ

永
久
的
組
織
と
い
う
も
の

る
c 

ウ
ェ
ア
の
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

こ
と
が

太
子
百
円
…

2
2
え

で
あ
る
。
蔀
線
を
よ
く
訪
れ
て
い

ご
く
相
官
躍
か
ら
ウ
ェ
ア
の

て
お
り
、

の
戦
投
者

(
円
『
阿
古

H
h
H
H

戸立

2u出
町
内
山

Z
m
w
H同
)

に
強
い
間
関
心
を

へ
の
寵
実
な
感
謝
の
印
し
と
し
て
不
可
欠
な
も
の

だ
』
(
四
七
頁
)

と
高
く
評
留
し
て
い
た
。
間
四
王
ジ
ョ
ー
ジ
忠
世
も
一
熱
烈
令
繍

人
的
詮
冒
」
を
寄
せ
て
、

一
九
一
七
年
に
は
ウ
ェ
ア
に
「
聖
ミ
カ
エ
ル
・
聖
ジ
ョ



第

次
世
界
大
戦
と
火
災
犠
闘
の
戦
争
墓
地
(
販
問
数

シ
閲

M
G
)
 

と
し
て
ナ
イ
ト
の
称
号
を
与
え
て
い
る
。

ウ
ェ
ア
は
、
戦
没
者

の
纂
を
管
理
し
永
続
的
に
維
持
し
、

慕
地
や
各
地
に
永
久
的
な
記
念
碑
(
同
吋
凶
器
出
丸
山
町
)
を
建
て
る
た
め
の
帝
国
の
組

の
記
録
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
歩
進
め

「
戦
死

の
臼
的
を
持
っ
て
土
地
必
要
求
し
、

織

の
創
設
を
帝
際
戦
争
会
議
に
要
求
し
、
内
法
太
子
も
支
持
す
る
官

っ
た
c

帝
用
問
戦
争
会
識
の
模
重
な
審
議

満
場

れ
た
。

ロ
パ

l
ト
・
ボ

i
デ
ン
鱒
は
、

九

カ

日
そ
の
実
現
を
勧
紫
?
る
決
議
案
を
提
出
し
、
内
何
年
五
丹
ニ

帝
悶
戦
争
墓
委
員
会

の
許

可
が
下
り
た
。

の
た
w
〈
ぬ
部

ヨ
「
将
司

nc口J

ロ
ケ

円
。
。
)
」
は
、

ウ
ェ
ア
准
将
と
し
て
発
足
し
た
。
こ
の

ユ
ニ
ー
ク
な
組
識
は
、
大
英
帝
簡
に
お
い
て
「
日
出
家

の
戦
没
者
を
震
話
?

る

れ
た
部
門

で
あ
り
、
唯
一
の
も
の
で
あ
っ

(
間
七
頁
)

戦
争
が
終
わ
る
一
九

で
に
約
六

O
万
人
の
埋
葬
が
記
録
さ
れ
た
が
、

ま
だ
多
く
の
墓
地
は
見
る
に
堪
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ

帝
国
戦

争
基
委
員
会
は
、

ぞ
れ
以
外
に
約
五

O
万
人
の
行
方
不
明
者
の
リ
ス
ト
も
持
っ
て

お
り
、
英
漣
邦
の
議
牲
者
は
一

0
0万
人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
官
庁

密
で
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
は
、
戦
後
建
て
ら
一
次
世
界
大
戦
戦
没
者

追
揮
線
が
あ
り
、
毎
年
休
戦
記
念
宮
を
メ
モ
リ
ア
ル
・

4y
イ
と
し
て
迫
持
式
が
行

わ
れ
る
。
そ
の
追
悼
櫛
は
ゼ
ナ
タ
ブ

わ
ぬ
M
M
C
門
∞
℃
『
)

と
呼
ば
れ
る
が
、
原

(
A
U吋
凶
作

そ
の
薪
を
戦
没
者
全
員
が
西
列

八
密
詩
問
問
か
か
る
ほ
ど
の
ひ
ど
い
犠
牲
者
数
で
あ
っ
た
。

ウ
ェ
ア
は
、
そ
の
後
陸
軍
少
特
に
昇
進
し
、
帝
国
戦
争
纂
委
員
会
が
創
設
さ
れ

七
年
か
ら
、
亡
く
な
る
欝
年
の
一
九
四
八
年
ま
で
そ
の
部
副
議
長
を
務
め

議
は
ギ
リ
シ

つ
認
の
首
殺
し

横
隊
で
行
進
し
た
ら
、

省
こ
叫
す
ね

+
J

一
，
ナ
ノ

た
。
大
戦
後
、
大
英
帝
国
の

(
K
B
E
)
 や
ブ
ラ
ン
ス
の
勲
爵
宏
、

の
退
役
軍
人
章
)
な
ピ
浅
ま
ざ
ま
な
栄
誉
が
、
こ

う
し
た
活
動
を
詠
え
て
与
え
ら
れ
た
。
彼
は
、

レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル

九
四
九
年
四
月
ニ

に
亡
く

な
り
、
グ
ロ
ー
ス
タ

l
シ
ァ
の
ア
ン
パ
レ
ー
に
あ
る
翌
一
二
位

体
教
会
に
葬
ら
れ
、

記
念
の
銘
板
は
、

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
!
大
寺
院
に
掲

そ
の
慕
お
が
帝
国
戦
争
基
義

ゴ
ロ
ー
ス

げ
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
彼
の
最
も
大
き
い
名
誉
は
、

員
会
の
標
準
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
戦
没
者
で
な
い
設
に
は
そ
の

資
格
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、
特
例
と
し
て
扱
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る

G

一
九
一
七
年
五
月
ウ
ェ
ア
の
努
力
が
突
っ

会

(

門

}

戸

合

同

H
C
H
V

雪
山
氏
巧
買
わ
芸
〈
2
h
c
g
ヨ一
mmE】
)
」
は
、

れ
た
「
帝
悶
戦
争
護
委
員

九
六

O
年
四
月

一
日
「
英
連
邦
戦
争
墓
委
員
会

に
名
称
を
変
更
し
た

n
e
s
s
cロ
者
忠
弘
F
J
J
N
m凶
吋

C
E〈
2
n
c
g

(六…一一芸)。

は
、
現
在
註
界
中
に

一…
0
0人
の
ス
タ
ッ
フ

Q 

っ
て
い
る

III 

雄
投
と
現
状
に
つ
い
て

(
1
)
戦
場
に
つ
く
ら
れ
た
慕
地
と
追
悼
緯

i

ベ
ル
ギ
ー
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る

ウ
三
/
た
ち
帝
国
戦
争
議
場
委
員
会
が
、

ど
の
よ
う
に
築
地
を
作
っ
て
い
っ
た

の
か
、

は
、
こ
れ
も
同
じ
欝
物
の
附
掛
け
を
得
て
考
察
し
た
い
。
第
八
躍
が

J
計
画

と
謹
設
」

で
あ
る

〈
閥
九

1
五
七
頁
)
。

戦
場
に
作
ら
れ
る
べ
き
戦
争
嘉
地
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
、
帝

昌
戦
争
慕
委
員
会
は
、

月
専
門
家
を
交
え
た
初
会
合
を
行
っ
て

一
九

い
る
。
そ
こ
に
招
か
れ
た
の
は
、
英
爵
美
術
館
の
館
長
で
あ
る
ブ
レ
デ
リ
ツ
ク
・



ケ

ヨ
ン
卿
だ
っ

ケ
ニ
ヨ
ン
は
、
戦
争
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
糸
、
に
ブ

ラ
ン
ス
と
ペ
ル

墓
地
の
デ
ザ
イ
ン
は
従
軍
経
験

そ
の
監
督
に
と
ど
め
る
よ
う
提

の
あ
る
者
いこ

う
し
て
プ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
を
ぶ
ド
ウ
ィ
ン
・
ル
テ
ィ
エ
ン
郷
、

レ
ジ
ナ
ル
ド

〈
後
に
レ
ジ
ナ
ル
ド
欝
〉
・
プ
ロ
ム
ア
ィ

i
ル、ド、

ノ、

ノ守

ト

(
後
に
ハ

i
パ
i
ト
摺
〉
・
ペ
イ
カ

i
と
チ
ャ

i
ル
ス
・
中
小
!
ル
グ
ン
、

た
。
被
ら
以
外
に
も
、

Jこ

ト、

J
i
タ
リ
;
、
ギ
リ
シ

ド
イ

る
ロ
パ

i
ト
・
ロ
リ
マ

i
錦、

J
H
t
H

す
る
ジ
ョ
ン
・
パ

i
ネ
ッ
ト
解
、
イ
ラ
ク
を
担
当
す
る
メ
ジ
ャ
ー
-
ス
ド
ワ
ー
ド

パ
レ
ス
チ

シ
リ

-
ワ

l
レ
ン
が
い
る
。

戦
時
中
か
ら
、
前
議
で
は
墓
と
墓
地
が
作
ら
れ
て
い
た
。
多
く
は
小

で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
は
、
戦
後
の
作
業
の
中
で
問
題
に

な
っ
た
。
委
員
会
は
、
統
合
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ア
が

い
た
、
委
員
会
の
第
六
次
年
報
(
一
九
二
六
年
)

の
序
文
は
、

全
て
の
小
さ
な
墓
地
は
い
く
つ
か
の
理
由
で
よ
り
大
き
い
墓
地
に
移
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
こ
こ
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
戦
争

中
、
あ
る
認
可
さ
れ
た
沼
地
が
、
暫
壕
に
少
し
近
い
の
で
選
ば
れ
た
。
そ
こ

で
は
死
体
を
壊
め
る
こ
と
が
で
き
、
兵
士
は
も
し
彼
ら
が
死
ん
だ
仲
間
を
こ

こ
に
、
自
ら
の
命
mw
危
険
懇
を
色
一
範
み
ず
持
ち
帰
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
永
久

的
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
な
い
で
休
息
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
約
束
し
た
。

の
約
束
は
、
も
と
も
と
選
ば
れ
た
沼
地
が
全
く
不
適
切
で
あ
る
と
わ
か
っ

た
稀
な

鈴

た
き
れ
た
。
〈
凶
九

1
五

O

て
の

父
尚
子
部
剛
被
糊
祭

第
八
八
傍

一
ハ
〉
合
間
年
三
悶
バ
)

と
述
べ
て
お
り
、
重
壕
に
近
い
だ
け
で
墓
地
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
兵
士
た

ち
が
自
ら
の
命
の
岳
険
性
も
顧
み
や
す
、
永
遠
の
休
患
を
約
束
し
た
土
地
で
あ
る
、

と
い
う
関
係
性
を
重
摂
す
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。

西
部
戦
線
の
戦
場
で
は
、
委
員
会
の
作
業
の
過
半
が
行
わ
れ
た
が
、
戦
争
の
打

撃
が
大
き
く
、
作
業
は
国
間
難
を
極
め
た
。
増
強
に
は
あ
る
が
、
指
え
て
し
ま
っ
て

オ斗

い
る
と
い
う
チ
!
パ
プ
ル
や
パ
ス
チ
エ
ン
ド
ル
り
よ
う
な
村
が
多
く
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
実
際
の
作
業
は
、
休
戦
協
定
の
翌
年
、
九
一
九
年
か
ら
漸
く
始
ま
っ
た
。

か
ら
始
め
ら
れ
た
や
業
は
、
委
凶
で
「
設
す
る
寵
簡
集
毘
」
と
冗

に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。
後
ら
は
、
運
転
手
、

ぞ

れ
て
い

コ
ッ
ク
、

つ
け
る
い
つ
も
の
小

て

で

つ
の
チ
ー
ム

っ
て
い

ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
し
、

テ
ン
ト
、

れ

た。
具
体
的
に
は
、
基
地
の
用
地
を
諜
し
、

だ
っ
た
が
、
多
く
の
関
難
が
あ
っ

で
缶、物

い
所
を
、
苦
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
ひ
ど
い
混
湾
や
瓦
撲
の
や
を
還
り
過
ぎ
、

つ
い
て
も
雨
や
み
ぞ
れ
の
中
で
犠
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
不
発
弾
や
放

置
さ
れ
た
弾
薬
、
ガ
ス
弾
の
危
換
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
っ
た
。
稽
撃
な
ど
で
荒
れ
果

て
た
野
原
に
は
、
砲
撃
の
穴
や
地
震
の
ク
レ

i
タ
i
、
延
々
と
続
く
暫
一
壕
や
鉄
条

網
な
ど
が
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
。
議
量
紫
は
そ
の
よ
う
な
悪
条
件
の
中
で
土
地
の

選
定
や
測
量
な
ど
を
急
速
に
や
り
遂
げ
て
い
っ
た
。
チ

i
ム
は
、

一
週
間
ご
と
に

本
部
に
一
民
り
、

メ
ン
バ

i
や
錆
口
出
を
補
充
し
、
次
の
地
域
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

彼
ら
ス
タ
ッ
フ
が
泊
ま
る
設
護
さ
え
も
非
常
に
不
足
し
て
い
た
。
戦
後
復
興
と



2夜

次
附
い
界
大
戦
と
大
葉
清
留
の
戦
争
墓
地
(
僚
悶
敬
二

も
関
わ
っ
て
事
態
は
い
つ
こ
う
改
葬
さ
れ
な
い
ま
ま
で
推
移
し
た
。
こ
う
し
た
悪

条
件
も
、

ス
タ
ッ
フ
を
厳
選
す
る
た
め
に
は
設
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、

と
回
憩

さ
れ
る
。
給
料
の
支
払
い
も
必
ず
し
も
気
前
が
よ
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、

住
環
境
そ
の
も
の
が
以
上
述
べ
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
。
道
路
や
橋
は
破
壊

さ
れ
て
お
り
、

ト
ラ
ッ
ク
で
の
糧
食
や
燃
料
、

器
械
や
態
築
資
材
の
運
搬

を
与
え
て
い
た
。

ご
っ
し

れ
、
ほ
ん

現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の

ぞ
れ
は
ス
タ
ッ
フ

せ

に
よ

ゆム

V

シ
ご
い

ぃ
。
初
期
の
ス
タ
ッ
ツ
に
は
、
退
役
軍
人
が
入
っ
て
お
り
、
被

ら
is 

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
持
っ
て
揃
聞
い
て
い
た
こ
と

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
戦
没
者
の
奇
襲
や
古
い
仲
間

た
ち
が
、
哀
れ
な
状
況
に
あ
る
墓
地
を
ま
も
な
く
晃
に
来
る
だ
ろ
う
、
と
感
じ
て

り
強
く
、
不
印
刷
に
、

お
り
、
そ
の
改
善
に
一
一
層
努
力
し
た
た
め
で
も
あ
る
。

委
員
会
の
基
本
方
針
は
、
戦
争
中
に
作
ら
れ
た
墓
地
の
状
況
で
あ
る
、
木
製
の

の
様

十
字
架
と
、
詑
湾
で
荒
涼
と
し
た
敷
地
を
、
現
在
廷
ら
れ
る
よ
う
な
、

子
に
出
来
る
だ
け
近
い
も
の
い

て
い
っ

モ
ッ
々
は
、

K
の
戦
争
墓
地
の
特
色
を
キ
リ
ス
ト
教
の
シ
ン
ボ
ル

キ
ワ
ス
ト
教
の
シ
ン
ボ
ル
と

る
均

の
箪
制
服
基
地
に
普
及
し

と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

と
機
揺
し
、
歌
米
各
閣
へ
の
普
及
を
指
摘
し
て
い
る
。
境
留
と
い
う
形
で
の
「
田

践
の
自
然
」
だ
け
で
な
く
、

U
K
の
戦
争
墓
地
で
は
、
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、

永
久
的
な
態
霊
韓
の
建
設
、
軍
隊
や
市
民
潜
級
に
よ
る
差
別
加
を
せ
ず
、
均
一
な
形

沼

の
基
石
と
す
る
こ
と
、

と
い
う
原
則
が
、
委
員
会

で
い
っ

し

，
町
内
》

争
人

確
か
に
、

フ
ラ
ン
ス
、

ペ
ル
ギ

i
と
ヅ
ラ
ン
ス

む
K
、

ド
イ
ツ
、

カ
ナ
ダ
、

寸
ぺ
ー
ス
ト
ラ
リ
ザ
ノ
な
ど

と
しユ

間
関
に
よ
っ
て
十
字
架
か

い
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
さ
は
均
一
で
あ
っ
た
。
庭

る
よ
う
な
「
回
閣
の
自
然
L

と
い
う
点
で
も
叡
還
っ
て
い
た
。
た
だ
モ

ツ
セ
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
は
厩
の
あ
り
方
が
他
盟
と
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
芝
を
全
認
に
敷
き
、
そ
の
上
に
墓
標
を
建
て
た
が
、
最
続
か
ら
花
を

植
え
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
人
は
、
戦
没
者
の
苑
を
色
鮮
や
か
な
花

で
罷
蔽
す
る
こ
と
な
く
、
対
峠
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る

(
前
掲
書
九
一
一
員
)
。

実
は
戦
没
者
全
員
の
嘉
が
全
て
判
明
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

の
ぎ
で
あ
れ
慕
地
に
埋
葬
注
れ
て
い
る
の
は
よ
い
ほ
う
で
あ
り
、

め
ら
れ
た
も

の
の
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、

わ
か
ら
な
い

ち
多
数
い
た
の
で
あ
る
。

，九

八
年
休
戦
に
入
る
と
す
ぐ
に
、

上

U 

人

か
ら
な
る
捜
索
隊
を
結
成
し
、
戦
場
の
遺
体
諜
し
を

始
め
た
。
こ
の
作
業
は
、
帝
国
戦
争
墓
委
員
会
へ
引
き
継
が
れ
た
。
こ
う
し
て
、

九

九
年
一
一
月
か
ら

九
三
二
年
九
月
ま
で
の
三
宮
ヶ
月
間
同
に
二

O
万
人
以

上
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
、
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
で
公
式
の
遺
体
捜
索
は
終
わ

り
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
後
一
九
三
七
年
ま
で
に
約
一
二
万
八

O

0
0人
間
以
上
の
遺
体
が
、
偶
然
の
機
会
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。

一
還
問
あ
た
り
四

O
人
か
ら
五

O
人
の
讃
合
と
な
り
、

ほ
ほ
同
じ
数
が
、

九
八

0
年
代
議
以
十
に
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
今
世
の
調
蚕
で
も
、
一
一
九
ト
ン

て〉

し3

ヅ



で
見
つ
か
っ
た
一
人
の
兵
士
の
話
を
聞
い
た
。
ジ
ョ

i
ジ
・
ナ
ジ
ェ
ン
ト

〈のめ
O
吋

mm

一
九
一
六
年
七
月
一
一
討
の
作
戦
で
行
方
不

日
に
こ
の
遺
跡
を
…
一
訪
れ
た
観
光
客
が
、

み
品
、

pv 

間
引
に
な
っ
た
が
、

九
九

靴
の
か
か
と
そ
見
つ
け
、

一
五
々
ン

の
地
中
か

開
そ
こ
に
埋
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
、

臼
に
オ
リ
パ
!
ズ
軍
用
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
、

一
0
0
0人
以
上
が
葬
犠
に
参
加
し

た
と
い
う
(
ア
ン
ド
リ
ュ

i
-
ス
プ
!
ナ

l
氏
の
話
)
。

の
一
挙
務
局
は
、
ぉ
↓
努
北
部
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ン
ト
・
マ

i
j
N
近
く
の
ロ
ン

ギ
ネ
ス
城

の
作
業
は
年
を
追
っ
て
拡
大
し
て
い
っ
た
。
最

れ
た
。

初

の

九

九
年
疫
は
二
五
万

ン
同
?

カま

ボ
ン
ド
を
消
費
し
て
し
ま
っ

で
あ
っ
た
。

は
剖
部
戦
線
?

の
形
に
し
て
も
さ
ま
ざ

ゐ
め
つ

月

英
国
下
院
が
予
算
を
検
討
し
た
時
、
あ

族
の
意
思
に
か
な
う
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
意
見
を
強
く
出
し

機
々

見
が
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
院
は
分
裂
す
る
こ
と
な
く
、
予
算
を
ほ
ぼ

い
く
つ
か
の
改
変
は
遺
族
ら
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
行
わ
れ

可
決
し
た
。
た
だ
、

て
い
る
。
例
え
ば
、

と
い
う
大
き
な
問
問
題
が
あ
る
。

U 
K 

に
何
を
刻
む
か
、戦

没
者
の
氏
名
、
所
属
し
た
聯
詩
の
名
称

以
上
一
…
穂

宗
教
的
標
示
〈
多
く

た
ま
に
ユ
ダ
ヤ
の

類
)
が
刻
ま
れ
て
い
た
c

が
多
く
の

て

の
選
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
文
が
墓
石
に
刻
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
(
モ
ッ
々
九

O
一
良
)
。
多
く
は
聖
書
か
ら
取
っ
た
言
葉
で
、
例
え
ば
「
父
よ
、
あ
な
た
の
手
に

/
神
に
あ
な
た
の
魂
を
捧
げ
る
」
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
龍
に
は
「

R
I
P
-
と
い

文
学
務
議
集

第
八
八
号
(
二

0
0同年一一一月〉

う
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
河
内
協
同
吉
田
》

B
n
g

っ
た
も
の
だ
そ
う

だ

(
ア
ン
ド
リ
ュ

i
-
ス
プ

l
ナ
l
氏
の
説
明
に
よ

U
K
の
戦
争
墓
地
の
「
二
つ
の
劇
的
な
特
設
」
(
五
一

わ
さ
芸
丘
小
山
凶

2
5
2
)
」
と
「
追
橿
の
石

(
F
Z
E
Cロ巾

C同
月
η
E
C
E
E

。
頁
〉
は
、
ー
犠
牲
の

架ぴ
吋

mHMnz

で
あ
る
。

ロ

今

ィ

i
ル
ド
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
あ

り

の
数

ン
洩
れ
た
。

wご

サ

ノ

イ

1
ト
〈
約

五
フ
ィ
ー
ト
(
約
四
・
五
メ

i
ト
ル
〉

か
>-
':コ

は

九
メ
ー
ト
ル
)

八
角
形
の
プ
ロ
ッ
タ
会
主
段
積
み
上
げ

ゆ」、t' 

ま
で
で
あ
る
。

十
字
架
は
建
て
ら
れ
て
い
る
。
材
質
は
ボ

i
ト
ラ
ン
ド
同
右
で
あ
る
。
十
字
架
の
真

ん
中
に
で
を
向
い
た
青
銅
の
剣
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
剣
を
ど
う
考
え
る

か
は
、
多
く
の
解
釈
が
あ
る
。
あ
る
者
は
、
鎖
そ
十
字
架
と
一
対
と
考
え
、
あ
る

い
が
終
わ
っ
た
象
徴
で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
人
々
へ
の
捧
げ
も
の
で
あ
る

る
。
ラ
ド
ヤ
ー
ド
・

リ
ン
グ
は

て
い
る
〈
モ
ツ
ぞ

次

る
鎖
」

年
報
で
は
、
戦
争
で
支
払
わ
れ
た
犠
牲
か
、
単
純

:、
a

つ省、
ν

る
の
で
は
な
い
か
、

(
モ
ツ
セ
八
九
貰
)
。

次
投
界

と
述
べ
て
い
る

ご
J

畑
、
釘
り

や
ノ
ナ
'
'
坦
分

大
戦
中
に
作
ら
れ
た
墓
地
に
も
こ
の
種
の
十
字
架
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
壌
は

「
戦
争
の
十
字
架
」
と
の
み
呼
ば
れ
て
い
た
。
プ
ロ
今
ィ
ー
ル
ド
が
デ
ザ
イ
ン

し

よ
り
情
緒
的広
永 が
'Y.、

露 戦

喜望
ば孟
守地
Q ~草堂

t繁
E過
1空
た 、

の 「
で 議
あ 牲
ろの

ぞ
れ
ヒ
は

とい》門ノ、

A

ノ。
こ
の
十
字
架
は
、
建
て
る
用
地
の
必
要
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

ま王



第苦

次
冷
い
界
中
八
戦
と
火
災
被
悶
の
戦
争
築
地
(
販
問
敬

に
凝
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
例
外
の

次
世
界
大
戦
の
英
連
邦
戦
没
者
は
三
一
一
一
人
で
三
一
一
一
基
の
姦

つ
は
ブ
ォ

1
グ
ラ
ン
ド
島
で
、
第

が
あ
る
が
、
遠
く
離
れ
た
植
民
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
独
自
の
十
字
架
が
あ
る
べ
き

の
も
と
建
て
ら
れ
た
。
こ
こ
は
英
連
邦
の
最
も
南
の
箪
用
墓
地
で

主

m
:
3

丈

2
し

あ
る
。

一
の
捌
内
外
は
、
ィ

l
プ
ル
の
近
く
、
ジ
レ
ベ
イ
ク
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
英

で
あ
る
。
軍
用
墓
地
は
一

O
O
エ
ー
カ
ー
四
方
で
、
そ
こ
に
建
て
ら

れ
た
十
字
架
の
慕
礎
に
は
、
士
宮
一
入
、
下
士
官
コ
一
人
、
兵
士
八
人
の
一
一

人
の

名
が
議
ま
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
英
国
工
兵
隊
第
一
七
七
ト
ン
ネ
ル
中
掠
に
所
属

し
、
墓
地
の
下
や
近
く
の
ト
ン
ネ
ル
に
未
だ
に
眠
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
最
少
の
例

で
あ
る
。

十
字
架
の
殆
ど
は
ポ

i
ト
ラ
ン
ド
石
で
作
ら
れ
て
い
る
。
墓
石
が
加
の
お
轄
で

作
ら
れ
て
い
る
な
ら
、

そ
れ
と
泊
料
じ
も
の
に
す
る
と
い
う
例
も
あ
る
。
イ
タ
リ
ー

に
作
ら
れ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
英
連
邦
慈
地
は
、

て
ボ
ッ
テ
ィ
チ

l
ノ

灰
岩
で
作
ら
れ
て
い
る
。

mm謹
轄
の
標
準
的
大
き
さ
で
は
な
く
、

-
ス
コ
ッ
テ
ィ
ア
に
あ
る
ハ
リ
ブ
オ
ツ
ク
ス

の
ノ
パ

し7、

:fJ 

ス
タ
ン
ド
ス
テ
ツ

。
フ
ィ
ー
ト
で
あ
る
。

の
繍
恨
の
上

っ
て
い
る
。

四
O
O人
以

み
品
、;
 
ヱ
ド
ウ
ィ
ン
・
ル
テ
ィ
エ
ン
卿
が
設
計
し
、

い
策
用
墓
地
に
賢
か
れ
た
。
プ
ル
ッ
ク
ワ

i

は
抑
例
外
で
、
墓
地
が

U
」
と
い
う
形
を
し
て
い
る
た
め
に
、
犠
牲

い
て
い
る
。
「
追
憶
の
石
L

の
形
は
、
直

に
保
て
い
る
。
墓
地
の
中
心
的
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
た

つ

ー
ム

ノ、

仏
旬
、
し
ば
し
ば
花
輪
が
捧
げ
ら
れ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
花
輪
は
概
ね
ポ
ピ
!
と

呼
ば
れ
る
赤
い
雛
喜
粟
で
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

1

威
厳
と
美
し
さ
の
怒
霊

碑
」
(
五
三
頁
)
と
な
っ
て
い
る
。
石
は
、
重
さ
一

0
ト
ン
の
一
枚
器
(
ず
で
/
リ

ス
)
で
、
信
百
万
年
も
海
底
に
眠
っ
て
い
た
た
め
、
化
石
を
含
ん
で
い
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
。
石
の
甫
傑
に
は
、
司
彼
ら
の
名
は
永
遠

て
い
る
(
吋
山
時
間
山
口
州

ヌ
〉
沼
H

W

F

H

〈
何
吋
ロ
ヨ
)
岡
山
開
J
N
H
W
M
州
民
。
河
肘
ご
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
こ

は

一
四
郎
)

か
ら
作
家
ル
ド
ヤ
;
ド
・
キ
プ
リ

(
智
恵

ン
グ
(
一
八
六

九

が
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

〉つ

い
て
あ
る

0
4彼
ら
の
遺
体
は
平
和
の
禅

め
ら
れ

そ
の
名
訴
は
永

叩

M
G
{凶
作
∞
知
見
ぴ
何
回
吋
ぽ
門
凶
山
口

U
8
2
uぴ
円
兵
器
州
市
町

5
3ぬ

る

ya一
民
戸
時
四
)
吋

L 
O 

ニ
〉
つ
し
て

は
、
基
地
の
デ
ザ
イ
ン
の
や

と

較
的
に
は
儀
式
や
献
花
、
臨
惣
な
ど
の
中
心
と
な
っ

フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
戦
争
墓
地
は
、
初
め
四
人
の
建
築
家
の
設
計
十
れ

に
よ
る
と
決
め
ら
れ
た
が
、
結
局
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
プ
ロ
今
ィ
ー
ル
ド
隈
が
設
計

け
ら
れ
る
が
、

て
い
る
。

の

し
た
も
の
が
援
用
さ
れ
た
。
見
積
も
り
で
は
、
墓

全
体
で
は
担
当
高
額
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
帝
国
戦
争
墓
委
員

慕
が
一

0
ポ
ン
ド
と
さ
れ
、

会
は
、

た
だ
で
さ
え
高
憧
な
『
追
櫨
の
石
」
は
小
規
模
の
戦
争
墓
地
に
は
霊
か
な

ぃ
、
「
犠
牲
の
十
字
桜
木
」
も
戦
争
墓
地
の
大
小
に
あ
わ
せ
て
四
種
類
の
大
き
さ
を

設
け
る
、
小
さ
な
墓
地
に
は
複
雑
な
作
り
の
門
な
ど
を
置
か
な
い
、
な
ど
を
取
り

決
め
た
。

霞
ら
れ
た
費
用
で
美
し
い
墓
地
と
基
を
求
め
る
為
に
、
様
々
な
努
力
が
な
さ
れ

た
結
果
、
結
局
墓
一
慕
あ
た
り
一

0
ポ
ン
ド
と
い
う
見
積
も
り
以
内
で
完
成
し
た
。



基
γ

む
そ
の
も
む
は

ン
ド
で
、

。
年
か
ら
一
九

の
間
に
毎

週
間

0
0
0基
以
上
が
、
戦
争
議
地
に
運
ば
れ
て
い
っ

議
は
規
則
正
し
く
波
べ
ら
れ
、
庭
冨
の
よ
う
に
樹
木
が
植
え
ら
れ
た
戦
争
墓
地

が
造
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

に
よ
る
と
、

七
年
ま
で
に
ブ
ラ

ウ
ェ
ア

ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
で
或
し
選
げ
ら
れ
た
墓
地
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ

参

却
し
た
建
築
家
は

0
0
0人
、
設
ら
が
設
計
に
加
わ
っ
た
戦
争
基
地
は
、

五。

マ
イ
ル

〈八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〉
も
の
煉
瓦
壁
や
お
慾
で
閉
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
戦
死
者
六

O
万
人
の
基
石
が
の
べ

〈四

O
O今
ロ
メ
ー
ト

ル
)
も
の
到
を
作
り
、
一

0
0
0の
犠
牲
の
十
字
架
、
間
縄
礼
拝
堂
を
多
く
持
っ

て
い
る
五
六

O
基
の
石
製
懇
議
碑
、
行
方
不
明
者
の
一
八
基
の
慰
霊
碑
が
あ
る
。

戦
争
墓
地
が
、
勝
欝
な
外
観
か
ら
議
舗
を
思
わ
せ
る
現
在
の
も
の
に
な
る
に
は
、

マ
イ
ル

技
術
的
弱
音
者
の
存
在
が
あ
っ

ロ
ン
ド
ン
に
あ
る

当
初
か
ら

キ
ュ

l
英
国
植
物
関
の
資
任
者
ア

i
サ

l
e
ヒ
ル
大
尉
(
後
に
プ

i
サ

1
卿
)

あ
る
。
出
中
鎖
さ
を
避
け
る
た
め
に
樹
木
と
低
い
謹
木
が
峨
鍛
え
ら
れ
、
小
道
に

の
種
を
蒔
い
て
「
慰
め
と
平
和
の
感
靖
奇
全
体
と
し
て
与
え
る
し
〈
五
五
一
良

果
を
生
ん
だ
。
現
在
の
状
、
況
で
は
、
花
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。
芝
生
も
英
医

に
桜
た
芝
地
を
作
る
努
力
が
な
さ
れ
、
あ
る

効

で
一
三

O
万
本
の
搭
物

が
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
戦
争
議
地
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。

帝
間
戦
争
墓
委
員
会
の
記
鍛
部
門
は
、
墓
地
と
慰
殺
陣
の
記
録
簿
を
作
成
し
、

…
九
二

O
年
に
は
最
初
の
二
冊
を
完
成
さ
せ
、
最
終
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
約

二
0
0
0の
索
引
簿
を
作
っ
た
。
部
間
以
外
は
ソ
フ
ト
カ
パ

i
で
経
費
を
額
約

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

戦
争
幕
婚
の
建
設
が
す
み
や
か

に
入
る
と
行

P
加

，

』

λ
リ
、

7
7
6
~
 
一
九

文
学
部
論
祭

第
八
八
号
(
二

o
o
m年
三
月
〉

方
不
明
者
を
追
悼
す
る
た
め
に
慰
霊
碑
を
建
設
し
、
刻
銘
す
る
、
と
い
う
作
業
が

始
め
ら
れ
た
。
最
初
に
完
成
し
た
の
は
英
罷
海
軍
の
行
方
不
明
者
の
慰
霊
碑
で
あ

プ
リ
モ
ス
で
は
同
年
七

つ

チ
ャ
ッ
ト
ナ
ム
で
は

六
日
、

九
ご
四
年
四
月

見
二
九
日
、
ポ

l
ツ
マ
ス
で
は
罷
年

一
五
日
に
昨
開
幕
式
が
行
わ
れ
(
一
五

思
'tr

二点

、
二
一
基
と
も
似
て
い
る
。

一
九
二
六
年
ま
で
に
委
員
会
は
一
一
一
一
の
黙
議
関
ぞ
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
は
、

ス
エ
ズ
運
河
の
南
端
、
チ
ュ

i
フ
イ
ツ
ク
潜
に
あ
る
。
慰
霊

きぬ
2
2
U
O
を

一
服
の
う
ず
く
ま
っ
た
石
虎
が
守
っ
て
い
る
も
の
で

イ
ン
ド
箪
問
。

0
0人
の
兵
士
へ

九
六

O
年
刊

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

ト
・
イ
ス
ラ
ザ
ム
ル
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
が
α

第
一
次
世
界
大
載
の
戦
場
に
は
、
各
関
の
特
殊
な
窓
霊
碑
が
建
設
さ
れ
た
。
こ

の
三二

で

れ
は
帝
展
戦
争
墓
委
員
会
の
管
理
外
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
各
国
が
強

お
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
設
定
さ
れ
た
場
所
は
、
各
雷
同
取
に
と
っ
て
特
躍

な
意
味
を
持
つ
所
が
選
ば
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
人
に
と
っ
て
の
ヴ
ィ
ミ
、
オ
1
ス

ト
ラ
リ
ア
人
に
と
っ
て
の
ブ
レ
ト
ネ
ッ
ク
ス
村
、

ブ
リ
カ
に
と
っ
て
の
デ
ル

ヴ
ィ
ユ
木
材
、

ュ
i
プ
教
会
、
英
国
に
と
っ
て
の
ス
ー
プ

イ
ン
ド
人
に
と
っ
て
の

パ
ル
が
そ
の
特
殊
な
場
罰
、

で
あ
る
。

と
り
わ
け
ベ
ル
ギ
ー
の
イ

i
プ
ル
と
い
う
陀
は
、
英
居
と
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て

特
別
な
関
地
と
な
っ
た
。
戦
術
上
一
小
山
杓
な
地
形
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

仏
問
題
が
防
御
し
抜
い
た
町
と
し
て
、
イ
ー
プ
ル
の
名
が
戦
史
に
湖
沼
ま
れ
た
。

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
記
念
碑
は
、

「
英
雄
的
な
悶
結
の
或
果
L

〈五

イ

i
プ
ル
と
い
う
中
世
都
市
に
起
源
を
持
つ

の
メ
ニ
ン
・
ゲ
イ
ト

去
さ
吉

のh
州
内
ぬ
〉

そ
の
も
の
で
あ
る
。
瓦
棟
と
な
っ
た
町
そ
の
も
の
の
再
建
が

七



第き

次
役
界
大
戦
と
火
炎
瓶
W
閣
の
戦
争
W
織
的
〈
綴
悶
敬

戦
争
へ

あ
り
、

J¥ 

で
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
メ
ニ
ン

ゲ
イ
ト
は
、

こ
こ
に
は
、
こ
の
戦
線
に
参
加
し
て

つ
か
ら
な
い
、

万
五

0
0
0人
の
兵
士
の
名

-
聯
隊
・
綴
隊
出
加
に
菊
ま
れ
、
調
怖
を
で
も
判
読
で
き
る
。
た
だ
し
、

ュ
1
ジ
1
ラ
ン
ド
の
み
は
議
銘
を
望
ま
な
か
っ
た
ら
し
く
、
除
か
れ
て
い
る
。

メ

ン
・
ゲ
イ
ト
は
よ
う
や
く
一
九

に
完
戒
し
た
が
、
こ
れ
は
帝
国
戦
争

O
開
何
年
で
も
あ
り
、
各
地
に
建
設
中
で
あ
っ
た
戦
争
墓
地

〈

H
Z
ぞ
ミ

2
5
2
2
U的
)

も
殆
ど
完
或
す
る
と
い
う
蔀
目
で
も
あ
っ
た
。

九

二
七
年
七
丹
一

西
日
に
は
、

ベ
ル
ギ
ー
宙
開
王
ア
ル
パ

i
ト
一
世
の
臨
席
の
も
と
、

陸
軍
元
帥
プ
ル
マ

i
翻
に
よ
っ
て
幹
部
幕
式
が
行
わ
れ
た

(
一
五
六
頁
)
。
そ
こ
に

は
英
国
軍
も
参
加
し
て
い
た
。
毘
詩
に
参
加
し
て
い
た
イ
j
プ
ル
の
警
察
官
た
ち

は
、
毎
日
儀
式
を
好
い
た
い
と
考
え
、
交
接
し
、

…
九

九
年
五
月
か
ら
毎
日
慰

霊
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
一
一
八
年
に
は
じ

K
の
選
投
軍
人
会
が
帝

国
戦
争
墓
委
員
会
の
一

O
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、

一
万
一

0
0
0人
訪
れ

J

慰
霊
式
を
行
っ
た
。
も
っ
と
も
ド
イ
ツ
震
が
点
鎖
し
て
い
た
一
九
四

O
年
か
ら
一

九
四
四
年
に
は
出
来
な
か
っ
た
が

持)。

一
九
四
悶
年
九
月
七
日
イ

i
プ
ル
は
ポ

i
ラ

に
よ
っ
て
解
故
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
日
か
ら
密
議
式
が
復
活
し
た
。
ぞ
れ
以
来
懇
日
続
け
ら
れ
、

二
年
に
は

一
万
五

O
O
C回
自
の
セ
レ
モ
日

て》

こ
れ

れ

で
も
あ
っ

tJ' 

ゆ

久句"

ぽ…一…

0
0人
か
ら
問
。

し
て
い
る
と
い
う
。

ザ
同
開
辺
、
叶
と
い

し〉

っ
た
が
、

両
側
に
伸
明
列
し
た
の
は
じ

K

ち
だ
っ

月
の
リ
メ
ン
バ
ラ
ン
ス
・
デ
イ

休
戦
記
念
日
)

あ
る
と
い
う
。
式
に
関
す
る
費
用
な
ど
全
て
戸
〉
閉
山
、
吋
℃
C
m
w
j
「〉山山小山

c
n
目、rJ
円同〈}辺

ま
か
な
っ
て
い
る
。
以
上
が
、
協
会
の

と
い
う
協
会
が
、
国
の
援
助
な
ど
な
く
、

J¥ 

に
は
一

0
0億
ほ
ど
の
戴
花
が

あ
っ
た

(二

O
O三
年
八
月
二
一
日
)
。

セ
レ
モ
ニ
ア
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
玄
わ
}
3
1
2記
沖
合
会
制
認
氏
か
ら
の

ザ 7、、.

帝
国
戦
争
墓
委
員
会
は
、

一
九
三
七
年
ま
で
に

そ
れ
以
外
に
五

O
万
人
の
行
方
不
明
者
の
愚
霊
碑
や
議
を
作
つ

ン
ド
で
お

ho
ま
っ

0
0
0万
ポ
ン
ド
必
要
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
八

77. 81 

88 

5.91 

2.10 

2.07 

2.23 

81. 53 

78 

6.35 

1. 81 

1.14 

し02

0.23 

0‘14 

100.00 

iま

万
人
の
縁
側
加
の
撃
を
作
り
、

iま

五
曹

、“勝

ド
ト
ャ

K
だ

100.0。

左
端
は
当
初
の
負
担
割
合
で
、

右
織
は
そ
の
後
の
政
治
的
変
化

(
纏
災
地
の
独
立
等
)
を
加
え

て、

九

tア

つ

の
負
担
が
守
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
欝
合
は
別
表

の
ご
と
く
マ
あ
る
。
こ
の
表
の

九
六
三
年
四
月
一
日
に

改
訂
さ
れ
た
割
合
で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
参
恕
し
て
い
る

英
連
邦
各
患
は
、

一
九
三
五
年

に
永
久
的
維
持
管
理
の
た
め
の



ン
ド
の
寄
付
に
同
意
し
、

九

で

八

0
0
0ポ
ン
ド

別
掴

次
官
界
大
戦
の
結
果
、
帝
国
戦
争
慕
委
員
会
の
支
出
が

増
加
し
た
が
、
現
在
も
各
留
の
毎
年
の
寄
付
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八

0
年

代
後
半
に
は
、
毎
年
の
支
出
は
ほ
諒
一
八

O
O万
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。

て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

戦
争
墓
地
(
軍
居
墓
地
)

か
ら
鰐
が
見
え
る
の
か
。
本
稿
は
近
日
開
ベ
ル
ギ
ー

六
ヶ
所
の
戦
争
墓
地
、

と
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
英
独
仏
一
…
一
ヶ
富

。
ウ

0) 

慰
霊
碑
、

ほ
ほ
再
じ
数
の
戦
場
遺
跡
な
ど
ぞ
調
寂
し

な
ど
を
も
と
に
し
た
い

の
あ
り
方
は

る。

あ
り
、
そ
こ

d 
ら

の
あ

り

勺齢、ω

明
、
選
る
。
こ
う
し
た
分
析
に
つ
い
て
は
次
稿
に

しミ

し泊。

{
付
記
〕本

稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
二

C
C三
一
年
度
)
に
よ
る
U
K
、
ベ

ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
識
変
(
間
関
行
者
・
ペ
リ
j
・キ

i
ス
氏
1
1

群
馬
大
学
、
専
門

案
内
者
・
ア
ン
ド
リ
ュ
!
・
ス
プ
!
ナ

i
氏
。
二

O
O
一
二
年
八
月
二

O
日
1
一一四

日
。
)
を
も
と
に
し
て
ま
と
め
た
c

民
矯
助
金
は
、
テ

i
マ
「
国
民
関
家
と
軍
用
墓

地
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
比
較

ι

に
対
し
て
二

O
O
一
年
度
・
二

O
O二
年

度
に
も
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二

C
C
一
年
度
は
台
湾
へ
の
調
査
(
成
果
は
併

教
大
学
『
文
学
部
論
集
』
第
八
七
号
二

i
一
七
一
良
〉
に
「
戦
後
ア
ジ
ア
の
軍
用
墓

地
と
追
悼

i
i
台
湾
の
場
合
し
と
し
て
発
表
し
た

i
二
0
0
2
年
三
月
て
ご

O

O
二
年
度
は
ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
の
謁
査
(
成
栄
は
米
刊
〉
と
し
た
。
例

教
大
学
総
合
研
究
所
湾
出
忠
正
攻
の
で
ご

0
0

文
学
部
品
結
集

第
八
八
パ
勺
〈
…
…

Q
O関
係
三
月
〉

近
々
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

教
大
学
総
合
研
究
所
青
山
忠
正
班
の
調
査
で
二

0
0
一

近
々
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

は

九




